
 

 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

集合の使い⽅について⽇常⽣活で⽤いられているものを通して理解する授業 
数学が⾝近なものであると考えてもらえるようになる。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⽬的・概要の説明 
数学的な集合の使い⽅を⽰してから、⽇
常⽣活ではどのような場⾯で使われてい
るか考えることで、数学が⽇常⽣活でも
使われていることを理解する。 
 
 
 
 
記号の確認・例題の説明 
 ∈，｛｝，⊂，φ，∩，∪ 
各記号の意味と使い⽅を説明する。 
 
例として 1 から 20 までの整数で 3 の倍

数を集合 A、4 の倍数を集合 B としてベ
ン図を⽤いて⽰し、各記号の説明を⾏
う。説明ができたところで、例のベン図
を書く練習をする。 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：集合について理解し、ベン図を書いたりすることで、普段考えていることが集合

を⽤いて考えていたことだと理解してもらう。 
⽣徒向けの⽬標：集合の基本を理解し、数学を⾝近に感じるようになる。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・探究学習促進   ：授業⽀援機能により、個別探究や協働探究に対するプロセス評価を含めたフィ

ードバックを即座に⾏うことで、探究活動を促進・深化させることができる。 

・協働学習促進   ：個別学習→グループワーク→発表→議論のサイクルを効率化することで、協働

学習による理解の向上を促進する。 

・評価・評定の効率化：授業⽀援機能を⽤いることで、⽣徒それぞれが授業中に⾏った活動に対して授

業中にも評価することができる。 

step2 教員が⽤意したテキストふせんを
電⼦⿊板などに映し、新しい⾔葉
の説明をする。 
ある程度説明ができたところで、
例のベン図を書く練習をしてもら
う。テキストふせんを電⼦⿊板や
プロジェクターを⽤いて投影し、
それぞれのタブレットを⽤いて、
個々⼈に書いてもらう。 
 

step1 

【数学Ⅰ】 
集合 

集合の概念と⽇常⽣活での使⽤ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導⼊ 
⽇常⽣活ではどのような場⾯で集合が使
われているか説明する。 
ネットで欲しいものがあり検索するとき
に，「カバン ⻘⾊」と検索することが 
「カバン∩⻘⾊」であることなどを例と
して⽰す。 
 
 
個別学習・グループワーク 
クラスをいくつかのグループに分ける。 
まずは個⼈で、集合を考えてもらう。集
合の要素は考えずに集合のみを考え、ベ
ン図を書いたものを作る。それぞれが考
えた集合をグループ内で発表してもら
う。 
 
 
議論・発表 
グループワークでお互いに発表した集合
がそれぞれ集合として正しいものか考え
てもらう。さらに、個々に考えてもらっ
た集合に、他の集合を追加できないか考
えてもらう。できたら今度はもう⼀度個
⼈で、作ったベン図の中に、具体的に要
素を追加していく。要素が追加できたら
またグループで要素が正しいか考えても
らう。正誤の議論が終わったら、グルー
プ内で話し合い、１つ発表する集合を決
めてもらい、さらに集合や要素を増やし
てもらう。 
 
 
 
発表されたものを発展させる 
発表された集合の中で、個⼈個⼈で気に
⼊ったものを１つ選び、集合や集合の中
の要素を増やしたり、ベン図をさらに発
展させたりする。 
 

課題が書かれたテキストふせんを
電⼦⿊板やプロジェクターを⽤い
て投影し、⽣徒に確認させる。 
 
 
 
 
 
 
個別学習では、⼿描き機能で直接
書き込ませる。 
 
 
 
 
 
 
 
それぞれの作った集合をグループ
内で共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発表されたベン図を各⽣徒のタブ
レットに送る。送られたものに追
加で書き込むか、新たに同じ分野
でベン図を書いてもらい、それぞ
れ提出してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 

step4 

step5 

集合が⽇常⽣活で使われてい
ることの確認 
発表された集合やグループ内で確認した
集合を⾒ることで、集合の考え⽅によっ
て⽇常⽣活で使っているものが分類分け
できることを確認していく。 
 
 
 
まとめ・宿題 
このように集合の考え⽅は普段から意識
して使うものでもなく、⾝近に存在して
いるものだということを理解してもら
う。宿題として、数学の考え⽅が⽇常に
他にも使われているのか考えてみる。 
 
 
 
 

看板が集合といえることがわかる画
像を⼊れる（例：スーパーマーケッ
トの天井から吊り下げられている看
板）。 
 
 
 
 
宿題は画像をファイルふせんで提出
することも可とする。 
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step7 

step6 

step8 


